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令和7年10/10（金）
13:30～15:30
八戸市美術館 スタジオ
テーマ 食文化の継承について

コーディネーター

太下　義之さん
はちのへ文化のまちづくりアドバイザリーボード委員長

文化政策研究者､博士（芸術学）､東京藝術大学客員教授、
2023 年度文化庁長官表彰受賞

赤坂　美千子さん
昭和浪漫亭　代表

津久井　章弘
農業経営振興センター　地域おこし協力隊

さん

「はちのへアート広場」とは?
文化芸術に様々な思いを持った人たちが緩やかに連携や協働ができる､八戸ならではの場づくりが｢はちのへアート広場｣です。

申込方法
氏名･電話番号･メールアドレス･職業 (学生の場合は学校名 )を右の二次元コード
または､電話･メール･FAXにて申込先までお知らせください。
※ご提供いただいた個人情報については､本イベントに関するご連絡にのみ利用させていただきます。

来場にあたって
一般駐車場はございませんので､近隣の駐車場または､公共交通機関をご利用ください。 申込締切

10.8（水）お申し込み・お問い合せ先
八戸市文化創造推進課 八戸市番町   　    八戸市美術館内 ※土日祝休み
電話 0178-43-9156   FAX 0178-38-0107  メール bunka@city.hachinohe.aomori.jp

10-4

参加無料

SNS「はちのへアート広場」で情報発信中です！X(旧 twitter)・Instagram はちのへアート広場

パネリスト

過疎化や少子高齢化等による担い手不足等の課題を抱える中､食文化による地域活性化や、
ブランド力向上等への活用に向けた取組について学び､次世代への継承について考えます。

地域おこし協力隊として､市のワイン産業振興プロジェクトを行い､
南郷でワイン用ぶどうを有機栽培し､やまぶどうのナチュールワインを生産。
農業経営振興センターでは新規作物の有機栽培テストも行なっている。

パネリスト

要申込定員30名

「はちのへアート広場」とは?
文化芸術に様々な思いを持った人たちが緩やかに連携や協働ができる､八戸ならではの場づくりが｢はちのへアート広場｣です。

申込方法
氏名･電話番号･メールアドレス･職業 (学生の場合は学校名 )を右の二次元コード

来場にあたって
一般駐車場はございませんので､近隣の駐車場または､公共交通機関をご利用ください。

お申し込み・お問い合せ先
八戸市文化創造推進課 八戸市番町   　    八戸市美術館内 ※土日祝休み

結婚を機に八戸へ。農業支援団体に参加し､新鮮な野菜を
おいしく食べる郷土料理に感動。汁研マイスターの資格を取り、
県内外のイベントで八戸せんべい汁を PRしている。


